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曹植「洛神賦」の特徴
─
『楚辞』 の典故援用を手がかりとして
─
猿
　
渡
　
留
　
理
一
　
はじめに
　
本論は『楚辞』の典故援用を手がかりとして曹植の「洛神賦」
に分析を加え、その特徴を論じるものである。曹植（一九二―二三二）は魏晋南北朝を代表する詩人として高く評価される人物であり、 「洛神賦」は洛水の女神と人間の男の悲恋を描いたもので、 『文選』にも収録される曹植の代表的な作品の一つである。作品の成立した 国黄初年間は 叙事中心の長篇の賦が主流であった漢代から、抒情中心の短篇の賦が主流となる魏晋南北朝に移行する過渡期にあたる。
洛神賦
」の分析は、
曹植
の文学を知
るうえで、さらには賦の変遷を理解するうえで重要といえ 。近年では興膳宏氏が「洛神 」を「六朝抒情小賦の典型 なす作品」と位置づ
け
注
注
、文学史上におけるその重要性が強調されてい
る。
　
また「洛神賦」は後世多様な受容のされ方をした点でも注目さ
れる。たとえば東晋の顧愷之はこれを題材として「洛神賦図」を描いており、八世紀中頃 日本で 書を習う教材として利用されてい
た
注
注
。いわば「洛神賦」の影響は本来の文学の枠組みを超え、
絵画・書道にも及ぶのである。 「洛神賦」の特徴を分析することは、それがかくも広く受容された理由について示唆 与えてくれるだろう。　「洛神賦」に考察を加えた論文は頗る多い。従来の研究の論点は作品の外在的要素
─
詠われる神女のモデル、制作の動機、制
作年代
─
に集中していたが、近年では作品自体の特徴
─
表
現、構成、同趣 他作品との比較
─
にも考察が加えられつつあ
る
注
注
。このように多角的な分析が進む一方で、典故援用を詳細に検
討したものは少ない。その理由として以下の二点を指摘することができよう。すなわち （
注）典故の援用は極めて一般的な技法
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であるため研究者の関心を引かなかったこと、 （
注）本作品にお
ける典故援用の数は極めて多く、それを網羅的に検討することは困難であること、である。　
これに対し本論が『楚辞』の典故援用に焦点をしぼるのは、次
の三つの理由によ 。 （
注）周知のとおり『楚辞』は辞賦文学の
源流にあたり、その後の辞賦の展開を考えるうえで重要である。（
注）曹植は幼少より辞賦を好み、文学学問を重んじ愛好した父
曹操が目を見張るほどその創作に長
け
注
注
、 『楚辞』にも精通してい
たと考えられる。 （
注）以下本論で詳しく見るように、本作品で
は『楚辞』の援用が全体に散りばめられており、作品そ もの理解する上で『楚辞』の分析が欠かせない。　
なお「洛神賦」がとくに『楚辞』の影響を受けていることは、
すでに興膳宏氏により指摘され、その援用についても部分的に解析されてい
る
注
注
。拙論はそれを踏まえ、網羅的かつ詳細に『楚辞』
の援用を分析することで、 「洛神賦」に られる曹植独自の手法を明らかにしたい。
二
　
分析方法と「洛神賦」の構成
　
先述の通り『楚辞』の援用は作品全体に見られる。そこでまず
作品全体の構成を確認したうえ 、その文脈 鑑みなが 援用の
状況を確認・分析する。　「洛神賦」の全体の構成については、興膳氏が押韻と内容に基づき五段に分けており、拙論でもその分段に従う。各段に適宜見出しを設け全体の概略を示すと以下の通りである。（
注）序と賦の冒頭
─
創作背景と舞台設定
（
注）神女の容貌と姿態の描写
（
注）主人公の求愛と神女の応対の描写
（
注）神女の心理描写 数多の神霊の登場による場面展開
（
注）離別の描写
　
以上、創作背景と舞台の設定に始まり、麗しき女神に主人公が
求愛するも、最終的には離別に終わる悲哀の物語が描き出されている。以下本論では「洛神賦」の原文 引用しつつ、典故の援用状況を分析していく。
三
　「洛神賦」における『楚辞』の典故援用
（
1）序と賦の冒頭
─
創作背景と舞台設定
　「洛神賦」は作品の最初に序が置かれ、創作の背景が説明されている。曰く、 「黃初三年、余京師を朝し、還りて洛川を
濟わた
る。
古人言え 有り、斯の水の神、名づけて宓妃と曰うと。宋玉が楚王に對え 神女の事を説くに感じ 遂に斯の賦を作る
注
注
」 。
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ここで「宋玉が楚王に對えて神女の事を説く」というのは、宋
玉の「神女賦」
─
楚王の問いに対し宋玉が夢に見た神女につい
て語った作品
─
を指
す
注
注
。のちに賦の本文で見るように本作品
は、この言葉の通り「神女賦」の形式や表現を踏襲している。一方で、この序に記される諸項
─
黃初三年に、都から帰る途中、
洛水という川を渡った。その川の 神を宓妃といい、宋玉の「神女賦」に触発され この
賦
を作った、という具体的な記述
─
は、夢の話として描かれる宋玉の「神女賦」とは異なる。この設定により作品は現実味を帯び、読者に作者曹植の人生を想起させる形になっている
注
注
。
　
序の後に賦がはじまり、その冒頭で作品の舞台が設定される。
序と同様に具体的な地名を挙げ、都 出て賦 舞台となる洛水に至る経緯が述べられる。その次の場面でひとつめ 『楚辞』 援用が見られる。
日既西傾、車殆馬煩。爾迺稅駕乎蘅皐、秣駟乎芝田。日は既に に傾むき、車は殆
あや
うく馬は煩
つか
る。爾して迺ち駕を
蘅皐に稅
と
き、駟を芝田に秣
まぐさか
う。
日が暮れて、車はがたつき馬は疲れてしまった。そこで車を杜蘅の生える沢に止め、馬に霊芝の田でかいばを与えた。
　
ここに見える「蘅」とは、主人公が理想の美人を求めて天上を
周遊する『楚辞』の「離騷」や、神と人の交感をうたう「九歌」に登場する香草であり、この語を用いることで曹植は洛水のほとりを神秘的な場として描写している。また、香草の沢に車を止めて憩うというこの情景は、 「離騷」の一場面
─
主人公が仕えて
いた君（美人）に納れられず 理想の美人を求めて旅立ちを決心する際に、香草の沢と香草の岡で馬を休ませ初心に戻ろうとする情景
─
とも重なっており
注
注
、都から封地へ帰る「洛神賦」の主人
公の胸中を示唆している。　
なお「洛神賦」の始まり方は、宋玉の「神女賦」に則る。すな
わち先行の「神女賦」は他者に請われて自分が見た神女につ て語り始める形になっており、曹植の「洛神賦」は御者に請われた男が、自身の見た洛水の神たる宓妃の麗しき様について語り始める形になっている。（
2）神女の容貌と姿態の描写
　
この段落では、主人公の男が言葉を尽くして神女の麗しい様子
を描写する。
余告之曰、其形也、翩若驚鴻、婉若遊龍。榮曜秋菊、華茂春
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松。髣髴兮若輕雲之蔽月、飄颻兮若流風之迴雪。遠而望之、皎若太陽升朝霞。迫而察之、灼若芙蕖出淥波。襛纖得衷、脩短合度。肩若削成、腰如約素。延頸秀項、皓質呈露。芳澤無加、鉛華弗御。雲髻峩峩、
脩眉聯娟。丹脣外朗、皓齒內鮮。
明眸善睞、
靨輔承權。
瓌姿
豔逸、儀靜
體閑。柔情綽態、媚
於語言。奇服曠世、骨像應圖。披羅衣 璀粲兮、珥瑤碧之華琚。戴金翠之首飾、綴明珠以耀軀 踐遠遊 文履 曳霧綃之輕裾。微幽蘭之芳藹兮 步踟蹰於山隅余之に告げて曰く、其の形や、翩たること驚鴻の若く、婉たること遊龍の若し。秋菊より榮え曜
かがや
き、春松よりも華やぎ茂
る。髣髴 して輕雲の月を蔽うが若く 飄颻として流風 雪を迴らすが若し。遠くし 之 望めば 皎として太陽の朝霞に升るが若し。迫りて之を察
み
れば、灼として芙蕖の淥波より
出ずるが若し。襛
じょうせん
纖衷を得、脩短度に合す。肩は削り成せる
が若く、腰は
素しろぎぬ
を
約つか
ねたるが如し。延頸秀項、皓質呈露す。
芳澤加うる無く、鉛華御
ぎょ
せず。雲髻は峩峩として、脩眉は聯
娟たり。丹脣は外に朗
て
り、皓齒は內に鮮やかなり。明眸善く
睞かえり
み、靨
よう
輔ほ
權に承く。瓌
かい
姿し
は豔逸にして、儀は靜かに體は閑
みやび
やかなり。柔情綽態、語言 媚
なまめか
し。奇服曠世にして、骨像圖
に應ず。羅衣の璀粲たるを披
き
て、瑤碧の華琚を珥
さしはさ
む。金翠の
首飾を戴せ、明珠を綴りて以て軀を耀かす。遠遊の文履を踐み、霧
む
綃しょう
の輕
けい
裾きょ
を曳く。幽蘭の芳藹たるに微
かく
れ、步みて山隅
に踟蹰す。その姿は飛び立つ鴻のように軽やかで、飛んでいる龍のようにしなやかで、秋の菊より鮮やかに輝き、春の松よりも華やぎ茂っている。まるで薄雲のかかった月のようにおぼろで、吹く風が雪を舞わせるように軽やかだ。遠くから眺めると朝靄に昇る太陽のようで、近くから見ると清く澄んだ波間に咲く蓮の花のように美しい。太からず細からず高 も低くもなくちょうどよく、削った ななだ な肩に、白絹を束ねたように びれた腰。すらりと伸びた首筋に、白い肌があらわで、香油もつけず、おしろいもつけず。雲のようなまげは高々と、長い眉は緩やかに弧を描く。赤い唇は面に鮮やかに白い歯は内に輝く。澄んだ瞳はよ 動き、頬に浮 ぶえくぼ。その素晴らしい姿は艶麗で、身のこなしは雅 柔らかであでやかな振る舞 で、言葉はなまめかしい 世にも希な衣装を身につけ、容姿は絵に描いたかの う。さらさらの薄絹をまとい、美しい玉の耳飾りをつけ、金や翡翠の髪飾りを頭に載せ、連ねた真珠で身を輝かせている。文 あ 遠遊の靴 履き、霧のように軽 裳裾 引く。ひっそりと咲 か
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ぐわしい蘭の間に隠れながら、山のすみを緩やかに歩いている
注1
注
。
　
ここで注目すべきなのが、神女の容貌と姿態に対する描写、お
よびその際に用いられる典故である。その描写にあたり男は、神女の全体の雰囲気から始め、肩から腰、そして首筋、髪、眉、唇、歯、瞳、頬というように細かくクローズアップしていき、その後振る舞いや言葉、衣装や耳飾り、髪飾りや靴へと視点を移していく。この描写について興膳氏は、 「一人の女性の艶麗なさまを多様な角度から畳みかけるように写してゆく方法は、辞賦の特色とする列挙的描写法を生 したもの」であり 「美女の容姿をいかに如実に描き出す という点に大きな関心が払われている」と指摘している
注注
注
。
　
神女を描写する際に用いられる典故は全部で十四箇所あり、詳
しくは以下の通りであ 。まず傍線部はみな「神女賦 を典故とする表現で、神女を形容す にあたり「神 賦」の描写を踏襲していることがわかる
注1
注
。次に波線部は『楚辞』の「大招」に基づく
表現であ 。引用元は、美人がいると呼びかけて主人公の魂を呼び戻そうとす 場面であり 様々な側面から美人が形容されている。このほか点線部と二重線部はそれぞれ、司馬相如の「美人
賦」 、および劉騊駼の「玄根賦」 （逸文、李善注に「戴金翠、珥珠璣」の二句が引かれる） 援用である。このように曹植は各種の典拠を縦横無尽に活用す ことで神女の姿態を活写しているのである。なお最後に挿入された句「幽蘭の芳藹たるに微
かく
れ」に見え
る「幽蘭（ひっそりと咲くかぐわしい蘭） 」は、 『楚辞』の「離騷」や 九歌」で用いられる語であり、 （
注）の「蘅」同様この
語を用い ことで曹植は神秘的な雰囲気を醸し出している。（
3）主人公の求愛と神女の応対の描写
　
人の目を奪うほど艶やかな神女の容貌や姿態を詳細に描写する
前段に続き本段では、主人公が神女に求愛し受け入れら るも、その真意を測りかねる様が描き出される。
於是忽焉縱體、以遨以嬉。左倚采旄、右蔭桂旗。攘皓腕於神滸兮、采湍瀨之玄芝。余情悅其淑美兮、心振蕩而不怡
無
良媒以接懽兮、託微波而通辭。願誠素之先達兮、解玉佩以要之。嗟佳人之信脩 羌習禮 明詩 抗瓊珶以和予 指潛淵而為期 執眷眷 款實兮、懼斯靈之我欺。感交甫之棄言兮、悵猶豫而狐疑。收和顏而靜志兮、申禮防以自持。是に於いて忽焉として體を
縱
ほしいまま
にし、以て
遨あそ
び以て
嬉たの
しむ。
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左は采旄に倚り、右は桂旗に蔭
かく
る。皓腕を神
しん
滸こ
に攘
かか
げ、湍
たん
瀨らい
の玄芝を る。余が情其の淑美を悅び、心振蕩して
怡たの
しま
ず。良媒の以て懽
かん
を接
まじ
うる無く、微波に託して辭を通ず。誠
素の先ず達せんことを願い、玉佩を解きて以て之を要
よう
す。嗟
ああ
佳人の信脩なる、羌
ああ
禮に習いて詩に明らかなり。瓊珶を抗げ
て以て予に和し、潛淵を指して期と為す。眷眷の
款かん
實じつ
を執
り、斯の靈の我を欺かんことを懼る。交甫の言 棄つるに感じ、悵として猶豫して狐疑す。和顏を收めて志を靜かにし、禮防を申べて以 自
みずか
ら持す。
そこでふいに身も軽やかに楽しげに遊び戯れ、左のほうで鮮やかな旗に寄り添っ は、右 ほうで桂の旗の陰に隠れる。白い腕を神奇な水辺にあらわ て 早瀬 黒い霊芝を摘む。私の気持ちはその美しさに惹きつけられ、心が高ぶり楽しまぬ 想いを通じてくれる仲人 おらず、さざ波に託して言葉を寄せ 真心が早く届くよう と願い、佩玉を解いて証とした。ああ、佳人のまことにすばら いことよ 礼儀を身につけており詩にも明るい。美し 玉を上げ 私 答え深い淵を指し 、逢うと約束してくれた。私は心から 愛情を抱きつつも、この神女が自分を欺きはしないかと 配になる。鄭交甫が二人の神女にだまされたことを思い出し が
痛みためらい疑う。和らいだ顔を引き締めて心を落ち着け、礼を守って自分を制した。
　　
まず波線を施した「采旄」 「桂旗」は『楚辞』の語である。前
者は「遠遊」における主人公の天上周遊の場面、後者は「九歌・山鬼」における女神の登場場面に見える語で、これを用いることで曹植は神女に神秘的な雰囲気を付与している。　
次に主人公が神女に求愛する場面の傍線部に、 『楚辞』の句が
援用される。最初の「良媒の以て懽を接うる無く、微波に託して辭を通ず」は、小離騷とも呼ばれる「九章・抽思」に典故を求めることができる。そこで 「既惸獨而不羣兮、
又無良媒在其側
4444444
。
道卓遠而日忘兮、
願自申而不得
444444
。 （既に
惸けい
獨どく
にして羣せず、又た
良媒の其の側
かたわら
に在る無し。道は卓遠にして日に忘れられ、自ら申
べんと願えども得ず） 」とあり、君主から退 られた主人公が孤高を貫き、美人（君主を喩える）との仲を取りもつ良い仲人がいないこと、美人は自分 ことを忘れていき、自分も美人に己の胸の内を伝えられないことが述べられている。 、仲人がいないため思いを告げられないという典故の表現を受け継ぎながも、後半では細波に託して言葉を伝える いう新たな表現に変えている。
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次の傍線「玉佩を解きて以て之を要す」は、興膳氏が指摘する
ように「離騷」の典故を踏まえるが
注1
注
、先の「九章・抽思」の援用
同様、曹植独自の転換が加えられている。 「離騷」では、主人公が玉の枝を継いだ佩びも の紐 解き、仲人を立てて宓妃に求婚するのだが（折瓊枝以繼佩。……解佩纕以結言兮
4444444
、吾令蹇脩以為
理。 （瓊枝を折りて以て佩に繼ぐ。…… を解きて以て言を結び、吾蹇脩をして以て理を為さしむ） ） 、その思 が受け入れられなかったため、彼女 礼儀知らずと誹る これに対し曹植は、仲人がおらずとも己の言葉に思い 託し、 「玉佩を解」いて真心の証とし、それを受け入れた神女（宓妃）を礼儀ただしき聡明な女性と称えている。つまり曹植は 佩びもの 解き求婚するとう典故を用いながらも、仲人の不在という逆境 めげず思い 遂げる主人公の伝統に縛 ない自由な様を描きだしている である。　
この段における援用最後の「猶豫して狐疑す」も、 「離騷」に
見える句であり、曹植はこの句を用いることで事態 暗転を表現している。この表現は「離騷」に二箇所見える。一つは宓妃を見限り別の女神に求愛しようとするが、 か べき仲人が得られず躊躇する場面であ 。すなわち 心猶豫而狐疑兮、欲自適而不可。 （心は猶豫して狐疑し、自ら適かんと欲するも不可 り） 」と
ある。もう一つは宓妃らへの思いが遂げられず、卜者の勧めにより遠方に旅立とうとするが、未練が残るその土地から離れるのを躊躇する場面である。すなわち「欲從靈氛之吉占兮、心猶豫而狐疑。 （靈氛の吉占に從わんと欲すれど、心は猶豫して狐疑す） 」とある。いずれにしても信じ切れずに思い悩む心情を表現するのに用いられて るものであり、曹植はこの表現を用いることで、神女との約束が信頼する 値するか否かをめぐり思い悩む様子を描写しているのである。（
4）神女の心理描写とあまたの神霊の登場による場面展開
　
先の段落では主に主人公の心の動きが描き出されたのに対し、
本段落では神女の様子が描写される 神女は逡巡する主人公の態度を目の当たりにし、自分の誠実な思いを哀しげに歌いあげる。以下のようにいう。
於是洛靈感焉、徙倚傍徨。神光離合、乍陰乍陽。竦輕軀以鶴立、若將飛而未翔。踐椒塗之郁烈、步蘅薄而流芳。超長吟以永慕兮 聲哀厲 彌長是に於いて洛靈は焉
これ
に感じ、徙
し
倚い
傍ほう
徨こう
す。神光は離合し、乍
たちま
ち
陰くら
く乍ち
陽あき
らかなり。輕軀を
竦あ
げて以て鶴のごとく立ち、
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將に飛ばんとして未だ翔けざるが若し。椒塗の郁烈たるを踐み、蘅薄に步みて芳を流す。超として長吟して以て永く慕い、聲は哀厲にして彌いよ長し。神女は主人公の態度 感じ 、うろうろとさまよう 霊光はその姿に離れたり合わさったりして暗くなったり明るくなったりして る。軽やかな体をすっとあげて鶴のように立ち、いまにも飛び立とうとしているようだ。馥郁とし 山椒の道を踏み、杜蘅 茂みを歩みかぐわ い香りを漂わせる。はるかに長く歌 ていつまでも思い続け、声は哀切な響きでますます長く続 。
　
ここでは神女の神としての神聖さを、 「神光」 「離合」という
『楚辞』の語で表している。　「神光」は『楚辞』に収められる王逸の「九思
･
哀歳」の「神
光兮熲熲、鬼火兮熒熒（神光は熲熲たり、鬼火は熒熒たり） 」に見える語で、王逸の原注に「 、山川之精能爲光者也（神光は、山川の精の能く光を爲す者なり） 」とあるように、精霊の放つ光を指す。曹植はこの語 用いることで、人ならざる神女の放する光を形容している。　「離合」は「離騷」の「紛緫緫其離合兮（紛緫緫として其れ離
合し） 」という句に見える語で、 「離騷」では同じ句が二度用いられている。いずれも神（一つは天帝、いま一つは女神宓妃）に近づいた際に群がってくる雲や霓が散合する様子を表す。曹植はこの語によっ 、神女の神としての存在を強調している。　「椒」と「蘅」は（
注）の賦の冒頭において言及したのと同様、
『楚辞』の「離騷」や「九歌」に見える香草で、神女の神秘性を強調する形で用いられている。　
こうして人ならぬ神女が切々と男への思いを歌っていると、彼
女を迎えにあまたの神霊が集まってくる。以下のようにいう。
爾迺衆靈雜遝、命儔嘯侶。或戲清流、或翔神渚。或采明珠、或拾翠羽。從南湘之二妃、攜漢濱之游女。歎匏瓜之無匹兮、詠牽牛之獨處 揚輕袿 猗靡兮、翳脩袖以
延佇。體迅飛鳧、
飄忽若神。陵波微步、羅韈生塵。動無常則、若危若安。進止難期、若往若還。轉眄流精、
光潤玉顏。含辭未吐、
氣若幽
蘭。華容婀娜、令我忘飧。爾して迺ち衆靈は雜
ざつ
遝とう
し、儔
とも
に命じて侶
とも
に嘯
うそぶ
く。或いは清流
に戲れ、或いは神渚に翔く。或いは明珠を采り、或いは翠羽を拾う。南湘の二妃を從え 漢濱の游女を攜う。匏瓜の匹
たぐい
無
きを歎じ、牽牛の獨り處るを詠ず。
輕けい
袿けい
の
猗い
靡び
たるを揚げ、
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脩袖を翳
かざ
して以て延佇す。體は飛
ひ
鳧ふ
よりも迅く、飄忽として
神の若し。波を陵いで微步すれば、羅韈塵を生ず。動くに常則無く、危きが若く安きが若し。進止期し難く、往くが若還るが若し。轉眄して精を流し、光潤なる玉顏あり。辭を含みて未だ吐かず 氣は幽蘭の若し。華容は婀
あだ
娜として、我を
して飧
そん
を忘れしむ。
あまたの神霊が集ってきて互いに仲間 呼び合い、清流に戯れたり水辺に飛び回ったり、真珠を採ったり、翡翠の羽を拾ったりする。神女は湘水の二人の妃 従えて 漢水 ほとりの神女と手を携え、匏瓜の星には連れあ がないと嘆き牽牛星はひとりぼっちと詠う。軽やかなうちかけをひらひらと風に舞わせ、長い袖をかざし じ と立ち尽くす 身は飛翔する野鴨よ も速く、軽や な素早さは神のよ 。波 越えて静かに進めば薄絹の靴から塵が立つ。動き 決まりがなく、危なげだったり落ち着いていたりする 進むか止まるか足取りは予測できず、行くようでもあ 帰るよ でもある。瞳を転じて流し目を送り、玉の顔はつやがあり ずみずしい。何 言いたげなのに口には出さず、その息はひっそりと咲く蘭のよう。花のような美しいその姿は 私に食事のことも忘れさせ
　「洛神賦」において数多くの神霊が登場するこの場面は、興膳氏がいうように、 『楚辞』 「九歌・湘夫人」の「九嶷繽兮並迎、靈之來兮如雲（九嶷繽として並び迎え、靈の來たること雲の如し） 」が想起され
る
注1
注
。女神湘夫人の夫である舜が雲の如く群がる神々
を従えて夫人を迎えに来たように、 「洛神賦」においてもあまたの神霊が人間界に降り立った神女を迎えにきたもので、主人公との別れを暗示するものと考えられる。それを踏まえると後に続く「匏瓜の匹無きを歎じ、牽牛の獨り處るを詠ず。輕袿の猗靡たるを揚げ、脩袖を翳して以て延佇す」もま 、別れを知った 女心の内を描いているものであ こと わかる。　
ここで記される「延佇」 （じっと立ち尽くす）の語は、 『楚辞』
の「離騷」 なかに二箇所見え、曹植は 語を用いることで、神女 困惑と悲しみ 強調するとともに、次の場面で描かれる離別の布石としている。 「離騷」でこの語 用いられるのは、①主人公が讒言により君に退けられ、進むべき道を間違えたことを悔いてしばらく立ち止まり、他の美人（理想 君） 見つけ 行こうとする場面（悔相道之不察兮、延佇乎吾將反） 、および②天上周遊のなかで天帝を訪ねようとしたが、門番に拒絶され困惑し立ち止まり、別の所へ向かおうとする場面（時曖曖其將罷兮 結幽蘭而延佇）である。両者いずれも自分の目的に向かっ 進もう
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としながら、問題が生じ途方に暮れて立ち止まり、他の道を選ぶという文脈で使われる。この文脈は「洛神賦」でも生かされている。　「洛神賦」のなかでは、男に自分の想いを伝えようと歌っていた神女が、神の世界より神霊の迎えが来たのを受けて、のち別れることになる男を思って嘆き、袖をかざして立ち尽くす場面で
「延佇」の語が使われる。この語が、自分の意志とは異なる道を選ばざるを得ないことへの困惑と悲しみ 増す役割を果たしており、次の段落で神の世界へと帰 いく場面展開の布石ともなっている。これにより、そのあ 述べられる神女の動作
─
落ち着
きなく往来したり、流し目を送ったり、もの言いたげな素振りをする様子
─
は、別れの予感に不安を感じる神女の様子を形容し
ていることがわか その後曹植は、一度は想いを抑えた主人公が食事を忘れるほど魅了されるという件 書き加えることで、女と男の心情の細やかな機微を活写す のである。神女の形容に用 ら 下線部「光潤な 玉顏あり」 「氣は幽蘭の若し」の二句は、 （
注）で描かれた神女の容貌と姿態の描写
と同じく、宋玉 「神女賦」の援用であり、これにより神女の美しさが強調されている。
（
5）離別の描写
　
神界からの迎えがきて読者に別れを予感させる前段落に続き、
最後となる本段落では、神女と主人公の離別が描かれる。この一段は大きくふたつに分かれ 前半では神女が立ち去る様が、後半では取り残された男の様子が、それぞれ描写される。前半部は以下の通り。
於是屏翳收風、川后靜波。馮夷鳴鼓、女媧清歌。騰文魚以警乘、鳴玉鸞以偕逝。六龍儼其齊首、載雲車之容裔。鯨鯢踊而夾轂、水禽翔而為衛。於是越北沚 過南岡。紆素領、迴清陽 動朱脣以徐言、陳交接之大綱。恨人神之道殊兮、怨盛年之莫當 抗羅袂以
掩涕
兮、淚流襟之浪浪。悼良會之永絕兮、哀一逝而異鄉。無微情以效愛兮、獻江南之明璫。雖潛處於太陰 長寄心於君王 太陰、衆神之所居。忽不悟其所舍、悵神宵而蔽光。是に於いて屏翳は風を收め、川后は波を靜む。馮夷は鼓を鳴らし、女媧は清歌す。文魚を騰げて以て乘 警
いまし
め、玉鸞を鳴
らして以て偕に逝く。六龍は儼として れ首を齊
ひと
しくし、雲
車の容裔たるに載る。鯨鯢は踊りて轂を夾み 水禽は翔けりて衛を為す。
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是に於いて北沚を越え、南岡を過ぐ。素領を紆
めぐ
らし、清陽を
迴らす。朱脣を動して以て徐ろに言い、交接の大綱を陳ぶ。人神の道の殊なる 恨み、盛年の當たる莫きを怨む。羅袂を抗げて以て涕を掩
おお
い、淚襟に流れて浪浪たり。良會の永く絕
ゆるを悼み、一たび逝きて鄉を異にするを哀しむ。微情 以て愛を效す無ければ、江南の明璫 獻ぜん。太陰に潛み處ると雖も、長く心を君王に寄す。忽ち其の
舍と
どまる所を
悟み
ず、
悵として神宵
くら
くして光を蔽う。
かくて風の神は風 収め、川の神は波を静める。馮夷は鼓を打ち鳴らし、女媧 澄んだ美しい歌声をあげ 。文
とびうお
魚は飛び
跳ねて車を守り 玉の鈴を鳴らし みな一斉 発つ 六頭の竜はおごそかに頭を揃えて、神女は緩やか 動き出した雲車に乗る。鯨
くじら
鯢は躍り上がって轂
こしき
をはさみ、水鳥は飛翔して
護衛する。こうして北の中州を越え、南の丘を過ぎてい 。神女は白い首をめぐらせて、眉目 向け 赤い唇 動かしておもむろに言葉を発し、男女の交わりのあり方を述べる。人と神の道が異なることが残念でならず、若く女盛りのこの時に君れぬのを怨めしく思う。薄絹の袂を上げて涙 覆うも、涙はとめどなく襟に流れ落ちる こ 良き会合が永久に絶えてし
まうのを痛み、ひとたび別れてしまえばもはや住む世界が異なってしまうのを悲しむ。 「ささやかな心では愛の印になりえないので、この江南の珥
みみだま
を差し上げます。神の世界に住も
うと、心はとこ えに君 想っております。 」たちまち彼女の居場所が分からなくなり、悲しくも神女は消え失せ光は見えなくなってしまった。
　
まずは、神女が迎えに来た神霊とともに出立する時の様子を描
いた二句「文魚を騰げて以て乘を警め、玉鸞を鳴らして以て偕に逝く」に三つ『楚辞』の援用が見える。うち「文魚」は『楚辞』の「九懷・尊嘉」に「文魚兮上瀨」と見える語で、天上周遊を描写するのに用 られている。次に「……を騰げて……偕に逝く」という句作りは「九歌・湘夫人」の「將騰駕兮偕逝」に見えるもので、人間の男が女神たる湘夫人とともに行こう する場面 用いられる。そして「玉鸞を鳴らして」の句は 離騷」に「鳴玉鸞之啾啾」と見えるも で、天上周遊を描写する。この三つの表現はいずれも乗り物に乗り神の世界へと進んでいく場面で いられるもので、 「洛神賦」においても の出立に華やかで荘厳な色彩を加えるものとして機能して 。　
またこの段の初めに見える神霊の描写は、 「離騷」の主人公が
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神霊を供に天上を周遊する一段を読者に想起させ
注1
注
、異世界へ帰り
ゆく 女に神秘性を付与している。ただし「離騷」と「洛神賦」の間には相違もある。前者では主人公が理想の君を求めて天上へ駆け上がり、行き先に理想を托してい のに対し、後者では神女が君を置いて神の世界へ帰 というように、その行き先は悲哀の色彩を帯びて るのである。　
これに続き、主人公との別れを悲しみ神女が涙を流す様が描か
れる。その際に用いられ が「離騷」の「攬茹蕙以掩涕兮、霑余襟之浪浪（茹蕙 攬
と
りて以て涕を掩い、余が襟を霑
うるお
して浪浪た
り） 」である。 「離騷」では主人公 時勢と合わない己の身を悲しむ際に用いら のに対し、 「洛神賦」 は一度は心の通った男との別れを悲しむ神女を形容するのに用いられている。そ 具体的な状況は異なるが、ともに己の意志では如何ともしがたい現実に対する悲しみを表現する点で一致している。　
最後に、その場に取り残された主人公の悲しみにうちひしが
る様が以下のように描かれる。
於是背下陵高、足往神留。遺情想像、顧望懷愁。冀靈體之復形、御輕舟而上遡。浮長川而忘反、思綿綿而增慕。夜耿耿而不寐、霑繁霜而至曙。命僕夫而就駕、吾將歸乎東路。攬騑轡
以抗策、悵盤桓而不能去。是に於いて下
ひく
きに背き高きに陵
のぼ
り、足往くも神留どまる。情
を遺して想像し 顧望して愁を懷く。靈體の復た形
あらわ
れんこと
を冀い、輕舟を御 て
上さかのぼ
遡
る。長川に浮かんで反るを忘れ、
思い綿綿として慕うを增す。夜耿耿として寐ねられず、繁霜に霑
うるお
いて曙に至る。僕夫に命じて駕に就かしめ、吾將に東路
に歸らんとす。騑
ひ
轡を攬りて以て策を抗げ、悵として盤桓と
して去る能わず。そこで私は低いところから高いところへ登ったが、足は進めど心は後に残る。心を どめて神女のこと 思い出し、あとを振り返っては憂い 沈む。神秘的なあの姿が再び現れるよう願いながら、小舟を操り川を遡る。はるかに続く川に浮かんだまま帰ることを忘れ、えんえんと思慕の情が募っていく。夜もその憂いで目が冴え眠 ず、降り積む霜に濡れそぼちながら明け方になってしまった。御者に命じ 車の支度をさせ、私は東への帰途 つこうとする。手綱を執って鞭 振り上げ が 悲しみで心がふさがり ろうろとして立ち去るこ ができな った。
　
一人取り残された主人公の挙動を描出するのに、 『楚辞』の
「遠遊」に見えるふたつの語句が援用される。
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ひとつめの「想像」の語は、典故の表現をより深めて男の内面
の葛藤に焦点をしぼっている。元の「遠遊」では、男が煩わしい世を離れ仙人となり天上周遊を楽しんでいたところ、旧郷 目に入り昔なじみを「想像」 （思い出）して悲しむという場面でこの語が用いられる。それに対し「洛神賦」では、主人公が思いを振り切るように神女と出会った水辺を離れ高台に登るが、依然として神女を「想像」し憂い悲しむ いう場面でこの語が用いられる。このように典故では旧郷の昔なじみを見て悲しむという即物的な表現になっているの 対し、 「洛神賦 では既に立ち去った神女を忘れられずに苦しむ男の内面が描写されるのである。　
ふたつめは「遠遊」に由来する「夜耿耿而不寐兮、魂煢煢而至
曙（夜耿耿として寐ねられず、魂煢煢として曙に至る） という句であり、これにより終幕が近いことが暗示される。古くは『詩経』国風の邶風「柏舟」にも「耿耿不寐」 （憂いに目が冴えて眠れない）という句が見えるが、 夜 耿而不寐……至曙」という句作りに鑑みて、 「遠遊」のほうが直接 典拠と見ることができる。典故では、主人公が一人汚濁にまみれた世を嘆き、懊悩眠れぬまま夜明けを迎える場面で用いられている。それを用いて曹植は、神女への慕情が募り煩悶して眠れぬ ま夜を明かす様を形容する。また典故では後半句を「魂煢煢」 （魂が彷徨う）と
るのに対し、 「洛神賦」では「霑繁霜」 （体が霜に濡れる）と表現を改め、霜に濡れた体に目を向けることで、神女と出会った特殊な空間から現実へと場面を移し、一連の物語に幕を下ろしている。　
この幕引きの流れは、宋玉の「神女賦」の最後
─
主人公がい
なくなった神女を思い悲しんで泣きながら その面影を求めて夜が明ける（惆悵垂涕、求之至曙）
─
を引き継いでいる。しかし
ながら曹植は、神女を思いながら夜が明け、車を整え帰ろうと手綱を執る 、心が結ぼれてその場を去ることができないと結び、心情と動作を交互に描くことにより、取り残された男の苦 みや葛藤をより鮮やかに描き出している。　
なお曹植と同時代の文人応瑒にも、美人への思慕の念をうたっ
た「正情賦」がある。そのなか 「晝彷徨于路側、宵耿耿而達晨（晝は路側に彷徨し、宵は耿耿として晨に達
す
注1
注
） 」と上の「遠
遊」の典故を使った場面がある。それは美人に思い焦がれる主人公が、昼は路傍 彷徨い、夜は眠れず朝を迎えるというも である。また曹丕 「離居賦」には「愁耿耿而不寐」とあり、当該典故が当時よく用いられたものであることが窺わ る。
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四
　
おわりに
　
以上、 『楚辞』の典故援用を主な手がかりに「洛神賦」を分析
し、曹植の独自の手法を考察してきた。各段落ごとにその状況をまとめると、以下の通りである。　（
注）賦の冒頭の舞台設定において、洛水のほとりを描写する
際に、天上周遊をして理想の美人を求め 『楚辞』の「離騷」や、神と人の交感をうたう「九歌」に出てくる香草を登場させ、神秘的な雰囲気をまとわせ いる。この手法は作品の所々に用いられ、全体を通じて神女 出会うこの場が特殊な空間であることをほのめかしている。　（
注）神女の容貌や姿態を描く際、主に宋玉の「神女賦」の語
句を援用するが、ほかにも『楚辞』の「大招」や、司馬相如の「美人賦」等に見えるさまざまな美人の形容を駆使し、賦の得意とする列挙
鋪
陳の描写方法により、神女の姿を多角的に活写す
る。これは主人公、引いては読み手を魅了する表現 なってる。　（
注）神女の容貌・姿態・挙動に魅了された主人公が神女に求
愛する場面では、宓妃への思いが届かない「離騷」の典故 用いながらも、伝統に縛られず自分自身で思いを伝え、宓妃に受け入
れられるという、典故とは真逆の新しい展開を生んでいる。しかしなが 、次の瞬間には、 「離騷」の句を使って、神女の愛情が信頼に値するのか否か、主人公が逡巡するさまが描かれる。　（
注）まず『楚辞』の「九思」と「離騷」の語により、神女の
神としての神聖さが強調され、その女神 自分を信じきれず逡巡する男に真心を伝えようと歌う様子が描かれる。そうした神女を尻目に、今度は「九歌」を彷彿と せる表現で、あまたの神霊が神女を迎えに集まる様子が描かれる。神女は別れを予感し、次の「離騷」の語により、自分の意志とは異なる別れに対する悲しみが描写され、次の離別の段の布石と ってい 。　（
注）最後の離別の段は、まず『楚辞』の「九懐」 歌 「離
騷」の語句を使い、女神 出立に華やかで荘厳な色を添える。次に、己の意志では如何ともしがたい別れを悲しみ恨む神女のが「離騷」 句を用いて強調される。そして一人取り残された主人公の描写に移り、 『楚辞』の「遠遊」の語句を援用 て、神女を思い恋々として煩悶する主人公の心と行動を巧みに描出する。その際に、典拠をそのまま踏襲するのではなく、主人公 内面の葛藤に比重を置く表現にしたり、内面から外面へ 描写に変えて神女と出会った特殊な空間から現実に戻る幕引きの機能 加えたりしている。
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こうしてみると、 「洛神賦」のなかで『楚辞』の典故援用は、
舞台・空間の設定に使われたり、神女の形容を鮮やかに描く際に用いられるだけでなく、主人公と神女の心 機微 描出するのに大きな役割を果たしており 作品の展開を示唆する働きもあったことがうかがえる。また、典故を用いながら新たな表現を生みして、作品の構成や展開を緊密 ものにしていることがわかる。　
曹植が宋玉「神女賦」に倣って詠った本作品は、賦の構造や内
容の大枠、神女の形容において「神女賦」を踏襲 、漢代の賦によく用いられた列挙鋪陳 描写手段も取り入れているが 新たに『楚辞』の典故を多用し登場人物の揺れ動く心やそれにともなう行為を丹念に描き出すことで、 「神女賦」以上に起伏に富む悲恋の物語を詠いあげたのである。　
ふりかえるに曹植は、兄曹丕との後継者争いに負けた後、側近
を殺され罪を告発されるなど不遇な晩年を送った。そのような逆境の中で曹植は、優れた才能に裏打ちされた数多くの典故 縦横無尽に援用することで、男と神女の報わ ることなき思いを「洛神賦」という悲恋の物語に結晶化した であっ 。
　
注
注
注	
興膳宏、 「洛神賦」解説による（興膳宏・川合康三『鑑賞
　
中国の古
典
　
第十二巻
　
文選』所収、角川書店、一九八八年、六三頁） 。
注
注	
すでに注
注所掲の興膳氏解説でも指摘されているが、 「洛神賦」を写
した秋田城出土木簡が発見されている。渡辺滋「古代日本における曹植「洛神賦」受容
─
秋田城出土木簡の性格を中心として
─
」
「文学・語学」二〇七、二〇一三年、一頁参照。
注
注	
上野裕人「曹植の文学について
─
「洛神の賦」を中心として」 （ 「語
文と教育」一二、一九九八年） 、溝口晋子「曹植「洛神」賦に見られる構成の特徴について」 （ 「時の扉
　
東京学芸大学大学院伝承文学研
究レポート」三、一九九九年） 、廖国棟『建安辞賦之伝承與拓新
─
以題材及主題為範囲』第四章「建安辞 主題之伝承與拓新」第四節「神女閑邪 」一「神女系列─浪漫瑰麗之神女伝説」 （文津出版社、二〇〇〇年） 、鈴木崇義「曹植「洛神賦 小考」 （ 「中国古典研究」五三、二〇 八年） 。
注
注	 『三国志』魏書巻一九「陳思王植伝」に、曹植が十歳あまりで辞賦を朗誦したこと また、父曹操が新しくできた銅爵台で子ども達に賦を作らせたときに、曹植はたちまち見事な作品を作り上げ、曹操はそ才能にたいそう感心したと記されてい 。裴松之注所引『典略』 「與（楊）脩書」もまた、曹植が幼少より辞賦を好んだと記す。
注
注	
注
注所掲の興膳氏解説。
注
注	 『文選』巻十九「洛神賦」 、 「黃初三年、余朝京師、還濟洛川。古人有
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言、斯水之神、名曰宓妃。感宋玉對楚王説神女之事、遂作斯賦。 」 （胡刻家重彫宋淳熙刊本）原文には「王」の下の「説」字が欠けているが、 『芸文類聚』及び六臣注により補う。序にいう「黃初三年」は、李善注や興膳氏のいうように、 『三国志』本伝に拠って黄初四年の誤りとみる。なお、以後「洛神賦」のテキストはこの胡刻家本『文選』を底本 す
注
注	 「神女賦」の作者については問題があり、いまでは宋玉の作ではないとの見方が多数を占める。本論では、宋玉の名を冠して伝わった作品という意味で「宋玉の「神女賦」 」と記す。
注
注	
この序 賦 内容 読者の想像をかき立て、唐代以降、神女は曹植が恋い焦がれたという曹丕の妻甄氏がモデル その悲恋を詠ったという見方や、神女に託して自分 遠ざける兄文帝への想いを綴ったという見方が示さ てきた。神女甄氏説は『文選』李善注に引かれる『感甄記』を背景に、唐代の詩人元稹や李商隱にもその読み方が受容された。一方神女文帝説は甄氏説を否定する形で、清の何焯や朱緒曾らが唱えている。
注
注	
原文
:步余馬於蘭皐兮、馳椒丘且焉止息。進不入以離尤兮、退將復
脩吾初服。 （ 『楚辞補注』 「離騷」 中華書局、一六─一七頁） 。本論では、作品の主人公と作者曹植を直接結びつける読み方は ないが、曹植の人生のなかで、黄初元年は兄曹丕が即位して曹植の側近が殺され、都から封地へと遷り、翌二 にはお目付役から告発を受けて重罪に問われるところ、皇太后のおかげで死罪を免れ、左遷されるのみですんだ。黄初三年には国替え 命が出され、翌四年にはま
違う国に封ぜられており、洛神の賦が作られた頃、曹植は切迫した境遇にあった。
注
注0　
現代語訳 たっては、注
注所掲の『文選』李善注、 『六臣註文選』
（四部叢刊本） 、朱緒曾『曹集考異』 （金陵叢書、丙集九所収） 、趙幼文校注『曹植集校注』 （人民文学出版社、一九八四年） 、小尾郊一訳注（ 『文選（文章編）二』 、全釈漢文大系
　
第二七巻、集英社、一九七四
年） 、注
注所掲の興膳氏訳注を参考にした。
注
注注	
注
注所掲、興膳氏解説、七二頁。
注
注注	 「洛神賦」と「神女賦」との比較を行った研究に、注
注所掲廖国棟氏
書・鈴木氏論文がある。
注
注注	
注
注所掲、興膳氏解説、七四頁。
注
注注	
注
注所掲、興膳氏解説、七七頁。
注
注注	
この部分が『楚辞』の「離騷」を想起させることについては、興膳氏もすでに指摘している（注
注所掲、興膳氏解説、八〇─八一頁） 。
注
注注	 『芸文類聚』巻一八、人部二、美婦人（上海古籍出版社、一九九九年、三三二─三三三頁） 。
（さるわたり
　
るり
　
京都大学非常勤講師）
